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REsume

Ithasbeenconcludedinthepreviousreport

(Fukami,1956)thattheprimaryactionofrote-

noneistheinhibitionoftherespiratorymetabo一ism

ofthenervecordandmuscleofinsects.Inthis

reporttheeffects0Erotenoneontherespiratory

enzym esofthenerveAndmuscleofPerL'planeEa
amerlcaTZaL.,theglutamicoxidasesystem was

emphasized.

1. ThedegreeofTTCstain'lngOfthenerve

wasdepressedbyintJitrotreatmentoErotenone

･in the presence ofI-glutamate,butwasnot

depressedinthepresenceofsuccinate.

2. TheoxygenuPttlkeofthemitochondrial

frtLCtion of the muscle in the presence of

succ;mate wtlS Sliglltly inhibited by 7'n tJiEro

Ire.ltmentWith 10-4M roten(lne,butwElSnot

inhibite(Iby lOJM orlowcr conecntrations.

However,rotenonestro叩lyinhibite(Itheoxygen

uptakeinthepresenceoE･Z･RlutamnteEttCOnCen-

traEionsof10-lM,10.5M or10-CM.

3. Theformationofα-ketoglutaratefrom l･

glutamateby themitochondrialfractionofthe

musclewasinhibitedbyrotenone.

4. ThezlmOuntOEl.Aluttlm.lteinthenerve

cordwasabundLlntWhencomp.ire(Iwiththeother

freeaminoacidscontEtinetl,butitwasnotS(Iin

themuscle.Thephysio一ogicalfunction of l二

glutarnateinthenerveoHnsectswasdiscussed

incomparisonwiththatofthebrainofmamm111.

From theresu一tsmentionedabove,ithasbeen

concludedthLlttheinhibitoryactionofrotenone

ontherespiratorymetabolism ofthellerVean(I

muscleisduetointerferencewiththeoxid.ltion

ofJ･glutamateI() α･ketoglutarate.

PhosphorusMetaholistnofTnsechlndthelnrluence80fTnSeCtici.le8･BiochemicalStud王eS

on the Actionoflnsecticide5.3. Ch6jir8ToltIẐWA (NationalInstitute ofAgrictlltuml

sciences, Nishigahara, Tokyo)and Jun･ichiFtJKAMI(LaboratoryofApprled Entomo一ogy,

FLICultyofAgriculture,UniversityofTokyo,Tokyo)ReceivedOct.29,1956.Bo秒1LIKL7JtWklF,

21,133,1956(withEnglishresume,139)

28. 昆虫の燐酸代謝 と殺虫剤の影響 殺虫剤の作用に関する生化学的研兜3 77沢長次郎 (gi枯

祈 現業技術研死所 忠薬杵)深見頓- (東京大学 ･n学部 a'山学研兜蚤)31･10･29安部

昆虫の各稚臓邪における物質代謝に及ぼす殺虫剤の彫欝を苅ペるTTTは,作Irl即何の耶明にTtf-llする
､処が大きい｡本掛ま特に燐慨代謝に注目しゴキブl)成dlの蛾に P3!rJ臼三射し,その各郡脱邪への移

瑚状闇を調べ矧 こ腿即筋および神経部内の燐慨代謝小r耶勿nへの P32のとr)入れに対す右枠dl剤の

形竹を調べ1:0

判.:･-F･らは的和9)に爪 でバックの周 防の oxidative
phosphorylation に及ぼす DDT,lindane,methyl

parathion,rotenoneの作mを調べ,これらの殺虫#rj

は田は的には木反応を阻むしないfJ【を示した｡然しな

がら庄山休円には肝桃を初めとして坪概の関与する紙

多の酢弟!系が知られており,上記の救出刑がそれらの

系に:rl沙しないという証矧 まない｡本鮒 こ柳 ､てはこ

の点を検討するための基礎実験としてゴキプT)体巧の

P32の移動状態を調べ,また機能的に大きな相異の認

められる腿節筋と神経琴における燐酸代謝中間物質へ

の P32 のとり入れに対する上記殺虫剤の彫饗を比較

した｡

木研究 を行うに当り御懇切なる御相弔 を賜わった

511大農学執 り崎輝男助教授および農林省良業技術研究
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所石井象二郎博士に厚く御礼申し上げる｡

実験材料並びに方法

-1. 供試昆虫 27-30oC において朋形飼料 (オl

l)エ㌢タル酵母製)を用いて飼-ffLT:ワモンゴキプ')

Periplanetaalnerica71aL.成虫の封巨である｡

2. P32の注射および殺虫剤処理 供試昆虫は

microsyringe を班用して約 10JLC の P32を含む

0.02mlの 0.9/oQ/粒化加里水沼攻 (M/15隣懲楼街枚

を合(.I.pH 7.2)を股部 錯3関節の片側から腹腔円

に旺射し,-dらに殺虫剤のアセトン浴牧0.02mlを注

射.%LIALとは反対川の関節に塗布した｡対照としてはア

セトンのみ 0.02ml塗布した｡ なお供試殺虫剤およ

びIjlni瓜は次の過りである｡

DDT,50pg;1indane,10JLg;

･mcLhylparathion,5iLg;rOtenOne,8鵬.-

:I.冬瓜柊の放射能測定および燐酸化合物の分割

は作 J:L妃の如く恕虫剤で処理LII:ゴキプ')は,3
寸シャーレに入れて 28-30oCの室内にLuyiき,5時聞

筏から約1柑nJにわたり各処理区から5glづつの中脚

わJ:び捜IUJJの腿節筋,肋戯部の神経潔 く胸部節3神結

球一収用;m-6帥結球)を手早く取 りElル 0.9%塩化加
.rA水FfT<淡 (M/15燐酸碩街牧を含む,pH7.2)中で洗

淋しiLほに ドライアイス粉末で凍結し瞬酸化合物の分

JllJ拙作を子jうまで嘩Tf:した｡分別拙作は前職と同様で,
10,%'トリクロール耶酸水浴枚と磨枠した後, 上沼と

沈鰍 こ分け. 上沼は LePageの方法丁)に従って分別

し,2次元ペーパークロマ トグ ラフによ り個 々

の瞬酸化介物を分村ル た琴,早野放射碍今野促 した｡
なれ トJ)クロール酷敢水溶紋に不溶 の部分は以後

Schmidt& Thannhauserの方法8)に準拠して脂Tf

脳IJJ:ぴその矧巧 く核敢態および蛋白態燐への P32の

入 りガが比･llR的少いと考え分離を行わなかった)に分

節 21 巻-JV

けて放射能を5u正した｡ ･

次に各種隙邪への P32の移動状倭を.7.gペるため.

殺虫剤処理6時間30分後から, 殻山剤別に鮒別して
fll部 (触角を除く),JN部 (中脚および後脚の腿節.%).

LBl(前趨および後視),神経紫 (胸脱瓢),消化叩 くilJTJ,

中,後陽)を取 bLliしその玉虫を測定した後, 0.9,00'

塩化加里水浴彼 (Mh5燐酸緩衝故を含む,pH7.2)

で洗粧後,赤外線ランプ下で乾燥しそのまま放射能を

折り定したO なお,放射能の測定結果は C.p.m./mg

freshweightとして示した｡

実 験 結 果

1. ゴキブリの中毒症状 作用機川の火なる芽‡

虫剤の生理作用の比較に於て投鵜虫を1玉虫矧こl''11)i:す

る叫は位険を伴う｡j正確には各殺虫剤について投兆占t

を変えてその各々の場合の雄蟹を比較すべきであるが.

実験拙作上,前記の如く各殺虫剤について,1孤桝のI

投光虫で実験を行った｡殺虫剤処理後の各処即山の11'[;

状は殺虫剤の鐙煩によってかなり異なるが,次に511.'i

間日に観察された症状を示す｡

DDT :挙BJJ変調してあばれ廻る｡

Lindane:夕t観的に処理出全部が麻排す｡刺l掛こ対
して反応微弱である｡

Methylparathion:挙劫■変調し時折,賭事刺人態を

示す｡

Rotenone:地横性麻相の症状を認めるも米だ'J'占i:

麻排には陥入っていない｡

2l P32の各種臓器への移動 本Tl'tは火験拙作

上次に述べる P32の瞬酪代謝中間物質へのとり入れ

ものであるが, 寧ろ各極蹴F.壬への P32の移動が各臓

桝の燐酸代謝の両から見た場合一次的なirは 性をイすす

ると考えられるので木fJTiに記した｡実験純米はmlプ之

Tllble1. Distribution ofPl12intocockroaches,6.5hoursafterthetreatmentwith

insccLicid.e･(Figuresshowc･p.m./mgfreshweight･Theresultsaregivenas:riean

士 S.D.(extremerangesofvalues))
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WlngS

neⅣecord gut

Fig.1.Differencesbetweenthetreatments
ofinsects-cides on thedistributionofP32in
roaches.
(1)untreated, (2)DDT, (3)1indane,
(4)methylparathion, (5)rotenone
- non-significant(p-0.05),
･･-Isignificant(占-0.05)

Ba･insolublefraction

および苅1回にホす如く,陀榊によって P3!のniも1
_Tnにかなり27重用が.7Bめられる｡. C.p.ん./mg fresh
wcigrtで見た糊合州 ヒ門が圧倒的に多く,次いで神
経抑 こ多く,JLW邦,'ijji札 軌 ま近いll((杏/-ltす｡また既
'H.t全休のP3空の〃!fl'Llitで比たt;1.分は-Jiには示さなかっ
たが.阿州tの大きさが児Tlるため,州 ヒ門>脚部>97i
珊>祖>神細 別の'lh'iliづとなる｡外弟2山刑処‡刑-<rltJ2)-平

は各処理区のrt.11】に5,0.'の危牧神;?IJ忠地は認められTl
いC神経黙および祖に放てはmethylp.lrathionと
DDT処理の似合他の殺山刑あるいは1.T!(処即斑とのILu
に差の認められる城合がある｡

3. 神経索および腿節筋に於ける燐酸代謝中間物

文へのP3eのとり入れ 湖山剤の致死('l判 を見出の

ある柾m桝の機脚･lr(tJ,tと=J;'えた場合,隅桝tFETfJでの代A.'nJ
77;･性のEmTLr,EI_lL'に芸のJi:ずる叫他姓がある｡またIlbdlの
代謝系の摂乱を湘べる似合.舵-つJL)江喋桝に於ける変
化を仝肘 こあてはめちり紙危玖比を伴いなるべく多く

Nervecord

Ba-So一ublealc01101-insolublefraction

Ⅹ1

o odFSG-:ADPoSO6P
ATP

Ⅹ1

●o
a 竜幾 :D6珊 p'℃

A TP

Femurmuscle

F;ど.2. Chromatogram tracln,g90fphosphorylatedintermediatesfrom ten､percent
trichloroaceticacidsolublerractibnsofnervecordsandfemurmusclesofroaches,

SolventSArc:isopropanol,i50butanol,cone.NH40H,distilledwater(40ml:20ml:1ml:

39ml),rollowe(1byisopropanol,Cl一ccOOH,cone.NHJOH,distilledwater(75ml:5g:
0.3rnl:25ml).Thefo一lowingabbreviationsareused:inorganicorthophosphate(OP),3-
phosphoglyccrate(3PGA),glucosell･phosphate(GIP),色lucose･6-phosphate(G6P),fructose-6-
phoshpntc(F6P),fructosel1.6･diphosphate(HDP),adenosinetr王phosphate(ATP),adenosinedi-
phosplmtc(ADP).
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Table2. IncorporationofPPS.～intophosphorylatedintermediatesfrom tenpercent
trichloroaceticacidsolublefractionsofTlerVeCOrdsandfemurmusclesofcockroaches.

(Figuresshowc.p.m.ofeachspotinpaperchromatograms)

Untreated

NerveIMuscle NervelMuscle Nerve1Muscle

Rotenone

NerveIMuscle

■ ♯notcounteケ

の拭掛 こ放ける変化を比佼する3ilが必要であるOここ

では柑 こ神経刺と腿節肪という機碓的に全く只なる隠

州の瞬酸代抑FTEA]物只へのP3Sのとり入れに対する殺
山側の比幌を行った｡節2図に 10,00'トl)クロール村

松仙川物からペーパークロマトグラフにより分離され

7こP3空合イJ化合物を示したが,神経より筋の方がその

班別が多く枚山されている｡その原因として神経に於

ては肪よりその放射能の強さの低い事が考えられる'.

iFtt処也区の神経と筋を比較レた場合勿論P32の存在
IJtはLTdなるが ATP十ADP(P3う/orthophosphatc(P32)
の比畔の机児が踊背である｡ 神経7)503/1567≒0132
に対し. 肪では 11159/13666≒6.82というfF'古い(瓜を

ホLilIdlB･の賄敢代謝活性7)様相の只なるがを暗示して

い る｡ 糾.諭こ1Lは存在す る全部の ATP+ADP/

orthophdsphatcの比率でない叫は注意すべきである｡

この他 glucose･1･phosphate,glucose16-phosphate,
fructose-61Phosphate, hexosediphosphate･.･3･

phosphoglycerate等D orthophosphateに対する比

率も両者で異なる｡ /∫

恕虫剤処理を行った場合,神経と筋では必ずしも同

じ反応琉向を示さない｡第2表:･t示す如くP32の放明

光を比較した場合より殺虫剤処理2)彫皆が明瞭であり,

筋では各化合物への P32のとり入れが殺虫剤処矧 こよ
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り減少している｡また殺虫剤処理個でも差が以F,:であ

る｡ATP+AI?P(P32)/orthophosphate(P3つ の比
率は神経に於て殺虫剤処理により変劫が大きいが肪で

は比較的少ない｡然しながらATP+AD,p-(P32)の

絶対虫は耐組鰍 こ於て大きな差異が認められる｡ATP,

ADP以外の鱗較代謝中間物も傾向としては放出剤処

理により低下している｡ -′

次に ト')クロ､- ル酪酸不溶の脂質旗およびその班部

への P32のとり入れであるが,本実験条件は知別間で

ありその消長について余り期待しなかったが邦3数に
示す如く DDT,methylparathion処理の場合神経

および肪DfLT6者に於て減少を示す｡lRotenoncの似合

は如処理に近いが Iindaneでは神総に放て化かに少

く筋に放て大きい帆bJを示す｡

考 察

昆虫体内の物質代謝過程の変化を投出剤の作用と捌

適して迫兎した研究は比較的少い｡ある梯殺虫冴‖こつ

いては特殊な酢讃系に対する阻皆作用が殺虫力と閃迎

して合理的に説明されているが.このような例は比収

的稀である｡

排敢代謝について昆虫を対照として行わjtた研児は

特殊な郎美玉の性質を取扱った似合は多いが踏'kjの瞬甥
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T.lblc3. Incorporationofpa℡intotenpercenttrichloroaceticacidinsolublefractionsof

ncrvccordsandfemurmusclcrsofcockroaches (Figuresshowc.p.m./mgfreshweight)

代謝中間物質の消長を取扱った場合は余り酔.ヽ｡特に

殺虫剤の作用と関連して行われた場合は少く.著者等

は作用型式由異なる殺虫加で処理した場合の坪敢代謝

に放ける変化からその作用の界同性を検討して見た｡

各種陳串への P3空の移動 脱艦内に注射したP32は

弟1表に示す如く比較的短期間に各控除円へ移動する｡

C.p.m./mgfreshweightで見た場合消化管, 神経

に於て古いがこれは注射部位に近い彫饗とも考えられ
I'.
るが,カラフトヤプが 3),キイlt,ショウジョウバエ6㌧

キタイムシの規3,等でも P32を摂食させた場合,そ

の分布は幌向としては本実験結果に斬似している｡

殺虫剤で処理した場合.その分布は第 1図に示す如

く腰掛こよってP32の災田虫が異なり殺虫剤処理によ

る傾向が一定しない｡methylparathion,DDT処理

で≠乱 神経索に於て有志差の認められたものもあるが

この結果から瞬感の移動について断定は下せない｡耳!

に移動の経時変化についても調べる必要がある｡

神経索および腿節筋の燐酸代謝中間物文への P32の

とり入れ 木実験条件で践JA子中の輯懲代謝中間物Tlを

抽出した似合その戊作中にある程度Dすす機態賄威3)JJ!専

横化が起る即は避け掛 ､｡なるべく変化の少い合理的

な抽出操作が望ましいが.そのためにも本実験条件:ま

1つの基準となろう｡

木突鹸結果から神経に於てはATP,ADP,81ucose-

1･phosphate, g一ucose-6･phosphate, fructose･6･

phosphate,hexosediphosphate,3-phosphoglyceratc,

orthophosphatcの他に未F･])i:の2化合軌 筋に於ては

P帽盲とrl.]じ8化合物が同'Ji:された外,米印Eの6化合

物のTl:/1;が認められた｡これ顎燐叔代謝l刊F'J物只のう
ち米rrrLdTi:のものを含め組の妨腰エステルのうち教矧 3:

そ.)プデン溺水では発也せず P32を班用して初めて検

山さ21たものである｡米岡花のうち規つかは耶糖の申

rLTq物Tlと考えられ.また argininephosphateの存在
も巧えられるがいずILも軌Vlのないため同定出来なか
つた｡

P32をtfE企さゼたイ干バエ101,キクイムシの放3'か

らの抽出物 (必ずしも特花の陀肘ではない)でも上記

の結果に近い化合物が同Jr'i:されているが,打別に放て

は本実験結果よりかなり少い｡放射性 P32の虫休円に

放ける泊皮の蒋いためかあるいはクロマトグラフ壬別Ti

上の欠点による可能性がある｡

殺虫剤処理の均分に見られるJn大の変化は ATP十

ADP(P3!)の合流である｡勿論拙塀敢エステルの変

化もあるが絶対faが ATP+ADP に比幌して退かに

少い｡ATP の切合その分子中の Pa,Pβ,PTにI
於ける P32の分巾の相辺も考えられるが12). まJ:刺

の機会に検討したい｡ATP+ADP(P32)/OrlhophoS･

phate(P32)の比!糾ま神経と筋で明瞭に只なり.殺虫

剤処理 の域合の変化も一定しない｡･これら既TXiへの

P32の移動速成あるいは拭田内の輯酸代謝の本田的な

相矧 こ起因するものであろう｡

殺虫剤処部の場合, 変動の大きさは methylpELra･

thion>DDT>lin(l'lne>rotendneの噸Tj弓である｡P32

を1,T!食させたイエ′ヾエを methylbromide,ethylene-

dibromide, ethylcncdichloride で処理した似合胸

部顎内申の ATP,.argininephosphate,phosph0-

glycerate 等のは少が起 りその郎因として triose

phosphatedehydrogenaseの阻宕あるいは ATPの

ノ 0Xidativephosphorylation による合成の阻ffHが考え

られたIl)｡

木火映に班mした苓2山刑は凹核phosphorylation杏

I:rlllILないから畔ろ耶糾ETl隅に放ける輯頓のacceptor

･の生成附凹も考えられないりtではTlい｡またrotcnone

の如き)A;･Tl倍化出田のrJlUからくるrtfJは的なphospho-

rylatiorIの低下も妃逃せないO

本実験は注射後比較的短時間のP3空のとり入れを調

べたので脂質態その他の部分へのP32のとり入れ埠ト

1)ク ロー)i,筋瀬可溶部分に校ペて少い｡ 無処理,

lindane, rotenone では近い値を示したが methyl

parathioni DDT では低下を示しト■リクロール酪酸

可溶部分 の結果 と平行している｡lこれらの部分への

P32のとり入れは hjgh-energy 燐酸化合物への P32
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のェスチル化が前提をなす事 を考えれば当然であろ

う】)2川 ｡再びここでも oxidat享veph9Sphorylation

の ùncoupler', あるいは基質酸化を阻告する化合物

はこの ト')クロール酷磯不溶部分への P32のとり入れ

を低下させる結果となる｡

1indane をハッカ鼠に注射すると肝距の脂質態蜂

へのP32のとり入れが変動するが酸可溶性隣および脂

田tB以外の概不浴比坊 は変化が少いというが, これ

が Iindancの一次的作用によるかどうかは疑問であ

る5)｡

放射線の影響 木実験は特に神経熟 こ於けるP32台＼
イJ化合物をペーパークロマトグラフにより廃山する可j

を企て1こので比収的多良のP32.が注射された｡そのた

めP311から故Jlは れる'β緑による昆虫の正常な生理鶴
他が汲.1はれる可能性も考えられるが実験期間が短い

ので梢に讃.ばする必要はないと考えた｡念の!=め本米

欧に班川した如処理と同虫のP32を注射した雌雄5頭
相のゴヰプー)を約4カ月間30OCの恒温室内で飼育し

たが.企く貼るべき変化が認め甲 tなかつ1:｡この期
IL.Uには P3'lの放射能は脱頓により注射当時の 1/128
以 ド即J_ltに低下するし,また新しくt,r至収された天然の

Jl=･放9.1比的椴によt)交替され排氾 され るので犬際に
は1/128以下より-も迫か亭こ減少したものが体内に蛇存
するに池CYないと考えられる｡

摘 要

ゴ;t･プ')J戊山の雄を似IT]し戯艦内に注射したP3:の

み抑nr衣㍑lへの拶劫および神経索,腿節1別こ於ける燐酸

代ユ帥Ill'.tJ物門へのP32のとり入れに及ぼす放出剤D尭珍
班rJ朋べた｡

1. 脱艦内に旺射したP32はかなり早く昆虫体内の

各組皿は･卜移刺する｡その分布の様相 は他の昆虫で､

P32をお的 させた勘合に靭似している｡C.p.m/mg
freshwcightで見た似合は消化管>神経索>脚部>

山7's>Jjilの,qh'ilj子である｡

湖山剤処FJiを行った似合,iJji部,側臥 消化管では

処理凶l｣にIJ'志丑は詫iJめられない｡神経私 掛 こ於で

は methylparathion と DDT処理の勘合,他の殺

虫剤あるいは知処理とのE別にイJ志差の認められる場合
がある｡

2. 隣酸代謝中間物質として神経に於て 10種類,

]%Aiこ於て 14越梯認められたがこのうら同Jqされたも

のは両者に放て8校琉宛である｡

P32のとり入れは ATP+ADP,orthophosphate

が大半を占め枯隣酸エステルその他は比較的少い｡神､

紐と肪に於ては ATP+ADT(P32ノ/orthophosphatc
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(P32)の比率が異なり後者が追かに多い｡

数虫剤処理を行った吻合の帆ET]としては,存在する
燐酸代謝中間物質へのP32のとり入れの減少が認めら

れ,特に筋 に放て顕著である｡･ATP+ADP(P112)/

orthophosphate(P3:) の比率は神経に放て変動が大

きいが筋に放ては少い｡地坪戯エステルの減少もかな

り認められ_るが一定の幌向をつかみ難い｡作用の程比

は methylparathion>DDT>lindane>rotenoneの

JZirlに減少する｡

脂質態およびその他のトリキロ-ル酷頗不溶部分へ

の P32のとり入れは methylparathion,I)DT処刑

に於て減少を示し IJ'ndane,rotenoneでは抄蟹が此

奴的少い｡
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Resume

The innLiencc90Esevemlinsect;cidcs,DDT,

1indane,methylparELtllionandro(enone,onthe

distribu-tioんoEradioactivephosphateinthedifferent

tissuesOfthecockroach,PerL'planeEaamen'{anL7
L.andtheincorporationofradioactivephosphate

itltOPhosphorylated intermediatesin the nerve

cordand thefemur/muscleoftheinsectwere

studied.

1. Radioactivephosphateinjectedintoabdomen

oftheinsecttranslocatedquicl(lytohead,legs,

wings, nerve cord and 一emur muscle. The

featureofthedistribulionoEradioactivephosphate

inthedilrerenttissuesoftheinsectbody'was

similartothatofotherinsectwhich consumed

oral一yradioactivephosphate.Halfpastsixhours

aftertheinjection,theorderoftheaccumulation

ofradioactivephosphateillthetissuewasasfo一lows:

gut>nervecord>legs>head>wings.

When theinsectwastreatedwithinsecticide,

theacumuhtiondEradioactivephosphateirLthe

hervecordztndthewingsoftheinsectwasaffected

bymethシIparathionorDDT.

2. Theradioactivephosphoryhted irltermedi-

tlteSCOntainedinthenervecワrdandthefemur

muscleweretracedbypaperchromatogr{lPhy.

Astlleresult, Orthophosphate,ATP,､ADP,

glucosle･1-phosphate,glucosel6-phosphate･fruc-

tosel6-phosphate,hekosediphosphate,3･phospho･

E!lycerateandtwounidentified compoundswere

found inthenervecord,whilethesameeight

compounL19mentionedztboveandsix unidentified

compoun(lSWCrCTountlinthemusc一e.Intheboth

lissucs･nlOStm(1ioLICtivephosphateswereoccupied

wi(horthophospllntC. ATP .lndADP. Scvcml

phosphateesterswhichEireknowntobc王ntermc･

diatesof81ycolysiswerefLIsotoun(Itoberrresent

in the both tissues,buttheircontentSlWere

relativelysmall.Theratiooforthophosphate(P3e)
toATP+ADP(P32)washigherin･themuscle

thaninthenervecord.

-WhentheinsectWELStreatedwith insecticide,

the rate of the incorporation of radioactive

phosphateintophoSphoryhted intermediatesin

thenervecordandthemusclew.lSinhib'Ited,

especiallyinthelattertissue.Thertlti00fortho-

phosphate(pa℡)toATP+ADP(P32)wits(lifferent

from thatofuntreatedoneaSShowninTELble2.

Theincorporationofradioactivephosphateinto

phosph-)rylatedintermediatesin thenervecord

andthemusc一ewereJ'nhibitedbytreatmentwith

inse,cticide its the fo一lowing order: methyl

parathion>DDT>1in(1tlne>roten?ne･ Also, the

incorporationofra(liotlCtivephosphateintolipide

andresidu'llpartsinノlrichloroaceticacidinsolub一e

fmctionwasinhibitedbymethylparathion or

DDT.Lindanezln(1rotenonehadalittleeffectort

theincorporationofradioactivephosphateinto

theabovefraction.

StdtliesontheDegradationofPyrelhrinS.l∫l YosIlioKATStJD̂,Ttl(hyOShiT【J<̂ }lO.rO,

andK8kichiN K̂̂SIIIllA(ResearchLaboratorybfDainippon JotyllgikuCo.Lt(I.)Receivel1

0ct.29.1956.BotyzLIKagaku,21,139,(1956).(withEnglishresume,144.)

29. 除虫菊有効成分の変質に関する研究 弟 ⅠⅠⅠ報半 隅田純郎 ･近本惟好 ･巾J:.t行亡.･･(火口ホ

除山菊株式会社 研究所)31･10･29･受甲

' 除虫菊新鮮花の搾汁牧中に殺虫成分pyrethrinsを分脈する即諾;系がTf7gするTJtを椛め,剛帥;'城中
にpyrethrinsを変質させる因子として形科fl;mが大きく軌 ､ていろりtを旧蛸し,剛 .I)にpyrethrins
分解聯諸;･系の話ff性Tfを検討した｡

除山菊†J'lluJ,琶分 pyrethrinsを変TIさせる補因子の 法及び Seil 変法に依 り比較検討し. 其の変質

rrlで折-77苛は杓糾11に放て太陽光晩 熱. 及び所耶 (polarograph法の値によるもの)は従来考へられて･

一僧形"(むか)の彫ち劉こ就いて pohrogmph的泣虫 いたより~造かに激しいものである事を知った｡然し/F

ら除虫菊乾花の貯蔵に当って,以上の如き変質の謂因

子を4分考放して管理し工L fFLIl収獲後時間の耗過と
控.大野教授に深謝する｡併せて陥月亨.村上さと 州 こ相当現の変質を示し,特に収樺当初放ヶ月間の変

みの詩作邪の御助力に対し乱むを苅する｡ 矧 ま放しいものがある｡除虫菊花花の貯Jl'=,q条件 (市況,
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